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Visual Volumes in Architectural Space 
Kenji OKADA 
Modern architecture tends to compose space rather in hollow volume than solid 
mass. Today we are moving towards a more dynamic conception of space (Space-Time)， 
and this new conception of space， which leads to an enlargement of our way of per-
cieving space， are composed with plane surfaces interpenetrating continuously outer 
and inner space. 
1n the present paper the author treats the various changes of visual volume mainly 
by two elements， i.e. by the contrasts between texture and colour effects， and by the 
methods of composition as in the followings: 
1) composition with the planes bored hole 
2) composition with the planes put in the exposed frame 
3) composition with the simple planes 
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建築空間のもつ性格のーっとして3次元の量のもつ視覚的な感情としてポリュ{ム感が感じとら
れる O 現代の建築空間の概念は空間と量を単一視点から 3次元的にみる古典的な概念、からはその構
成手法も，見る観点も非常に多様性を帯びたものとなっている O したがって建築空閣の構成も中味
のつまった量塊 (mass)から中空の量 (volume)へと変化し，また内外空間の相互貫入，無限定
性といった4次元の時聞の加わった新しい空間構成により，古典的な単一の量塊としての概念から
は複雑に変化した視覚的な拡がりをもっ空聞が構成されてくる O
またわれわれには経験的に容量の大きいものは小さいものより重いと判断されることが多いので
あるが，このボリューム感と重量感との密接な関連性を本稿では造形の表面効果としての材質感お
よび色彩感についてとりあげ，また建築空間の構成手法を三大別して建築空間の性格のーっとして
のポリ且ーム感が構成手法の相違によっていかに変化するかをとりあげているO
2 材 質 感
材質とは建築を構成している個々の木，鉄，コンクリート，ガラスなどの組成，性質をいうので
あるがここではそれらを物理的，化学的にとりあげようとするのでなくてざらざらした感じ，ふわ
ふわした感じ，すべすべした感じなどのいわゆる触覚的な感じすなわち材質感が観点となってくるo
形，色彩といった他の要素が視覚的なものであるのとかなり異った感覚であり，この材質感は形お
よび色彩と協力して建築空間の表現に密接な関係を生ずる。
「材質感が物の表面における明暗効果という視覚的事実と接触の感じによって作りあげられてい
るO ………一-色が形を強調する機能があるのと同じように材質感は物に重み，安定感をあたえる機
能もある。Jl とすると，ある物の表面に人工的に附加された材料の表面効果も当然材質感を生ず
るO その表面を他の材質で仕上げられたコンクリートと打放しのコ V グリートでは非常に異った材
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質感が表現されることになるo 色彩と共にこの材質のもつ重量感もボリューム感を造り上げる上に
非常に重要な要素となるD また打放しコンクリートの表面がコンクリートらしさを表現するように
材質感は他の要素である形や色彩と共に物の本質をつくりあげる決定的な要素と見ることが出来
るO 模造のプラスチックの花には形や色彩ではほとんど本物に近く出来ても本物の花らしく感じな
いのは材質感の違いであるO
]. ]. Gjbsonがいわゆる材質遠近説として述べているように視線に平行な面における材質の分布
勾配が遠近感を起させるとすれば，視棋に直角な面とこの遠近感をもたらす平行な面の奥行とが建
築空間のボリューム感を感じさせることになるO
またある面における連続した均一な材質の組成が一つの領域化を起し，材質の差は異った他の領
域を組立てることになるo 3次元の建築空間にあってもこのような材質の連続性は空間の領域の動
的な流れと拡がりを強調することになり，また材質の差によって空間構成の領械を分割させること
によってボリューム惑の性格をいろいろに変化させることも出来る。一般に材質感は個人差が大き
く判断のパラツキによりいろいろな感情をあらわすことが多いが，建築空間にあっても形や色彩と
この材質感が組合わされていろんな空間のポリュ{ム感を生み出す要素となるo
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人がある色を見て特定の感情をもっということは本能的な，経験的な感覚が見る人の感情の中に
共通して存在することによる O このような色の与える印象すなわち色彩感としては寒い暖かい，軽
い重い，派手な地味な，強い弱い，硬い柔い感じなどとよくいわれる。これらの感情の中で軽重の
感じといわれるものは色の明度差によるものとされて明るい色ほど軽く，暗い色ほど重く感じられ
るO また経験的に容積の大きいものは小さい容積のものよりも重いと感じられる。この重量感とボ
リューム感との関係に色彩の軽重の感覚がからんでいろいろなボリューム感を生ずることになるO
次に考えられることは色彩の進出後退性である。暖色が寒色より，明色が暗色より，高彩度色が
低彩度色より，有彩色が無彩色より進出するこιがいわれている。また進出色は膨張性があり，後
退色は収給性があるともいわれているが，この色彩の膨按性と収縮性は建築のボリューム感にあっ
ても強く影響することはよくいわれまたよく経験することであるO この効果の利用によって形によ
る空間的制約を視覚的に色彩である程度修正することができる。
4 大壁の構成
ヨーロッパの伝統的手法である組積工法 (masonry)も楯式からアーチ， ポールトへと構造体
系の発展に伴って遂には壁の支持機能から解放されたゴシックの空間が完成される。しかしイタリ
ヤゴシックの中に生きのびた古典的手法が近世に再生するとそこに現われる空間は重量感のある量
塊としての建築であるo
19世紀末になって新しい構造材料としての鉄筋コンクリートは一体的な耐火構造として登場す
るOこの一体構造(castconstruction)としての鉄筋コンクリートはその構造の発展により多様な造
形を可能にするが，その一つの造形として伝統的な組積工法の表現をかり開口部のある「穴のあい
た面J2)による壁体による表現を採り入れることになり，ここではこの「穴のあいた面」により構
成された建築空間を「大壁による構成」と呼ぶ。この「大壁の構成」による建築空閣のボリューム
感はその壁体の表面効果としての材質および色彩も影響するが，空間構成的に見ればその穴のあけ
られた関口の状態，すなわち開口の広さおよび奥行が関係してくるO 開口の広さはその程度が壁体
の重量感に影響し，関口が非常に増大すると遂には壁としての性格から架構へと移行して次の「真
壁の構成」の骨粗に近付く O
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関口の奥行の問題としては伝統的な組積工法が厚壁として表現されその結果として中味のつまっ
た実質のある量塊として感じとられるのに対して，鉄筋コングリートの薄壁は可成り自由な奥行を
表現することができるO この浅い奥行と透明な面としてのガラスの使用が大きな関口をとることに
よって，壁体の重量感を減じ中空なボリューム感を生み出すことも可能になるo しかし「大壁の構
成」はその表面効果としての材質および色彩と相まって実質のある量塊としてのポリュ{ム感を最
大限に強調しうる構成手法とみることができるo
5 真壁の構成
「大壁の構成」がヨーロヴパ建築の伝統的主流であるのに対してこの「真壁の構成」は日本の木
造建築の中に一貫して流れる伝統的主流であると見ることが出来る。構築工法的に見ればこれは架
構工法(skelton construction)の代表する構成手法であるo
19世紀の新材料として登場した鉄は19世紀末には鋼構造として新しい理論に支えられて大スパン
建築および高層建築を実現させる。またシカゴ派の簡構造(cage construction) は壁体を支持壁
から解放して Cicago-windowを生み，またアメリカに移った M.Roheはイリノイ工科大学の一
連の作品にガヲスと鋼とレンガによる「真壁の構成」を鋼構造の上に表現するo 簡構造の表現が組
積工法から架構工法へと移行する過渡的な姿として骨粗である鏑がかくされているのに対して，
M. Roheではちょうど日本建築における木造の柱と同様な形で純粋に構造体としての鋼が骨粗と
なって空間を表現するo
また鋼による「真壁の構成」を M.Roheが表現したのと同様に新材料として登場した鉄筋コン
クリートによる「真壁の構成」の先駆者としてA.Perretが登場するo rながい間，石と煉瓦に縛
られて，実質を背負い込んだ量塊においてしか知覚されなかったヨ{ロッパ建築をベレはマスから
解放し骨格によって結節される空間のアンサンブ令ルに変えたO ………」幻と森田博士は述べられ，
また S.Giedionは「架構はそれが鉄，あるいは鋼，または鉄筋コンクリートのいずれで‘あっても
元来，垂直にも水平にも偏らない中立的な空閣の網状組織であるo その寵構造は少しの偏りもなく
空間のボリュームをくまどっている。………」れと説明しているO
「真壁の構成のもつ水平と垂直方向の単純な方形架構は元来偏らない中立的な，静止的な骨粗で
あるからこのニ方向のどちらか一方の力線を強調することによって方向のある緊張感を感じさせる
ことも出来るわけである。この二方向の線的な枠により，空聞を構成する骨粗とその聞に「はめこ
まれた面」引とによってこの「真壁の構成」によるボリューム感は生じるo この場合の「はめこま
れた面」としての壁体は「大壁の構成」にみられる支持壁としての重量感からは解放されて，分割
された壁面は絵画の領域における P.‘Mondorianの空間分割にみられる方形な面の表現のように
2次元的な面としてはめこまれている O
方向性のある枠による空間分苦1は重量感のない「はめこまれた面」と共にこの「真壁の構成」の
ボリューム感を実質を伴なわない中空なものとしているo さらに「真壁の構成」はこの「はめこま
れた面」として透明なガラスが採用された場合には開口を最大にとりうる構成であって r大壁の
構成」に比較して実質を伴わないより中空な軽快なボリューム感を作りあげることが可能な構成と
みることができるo
6 面 の 構 成
1910年頃から Piccassoをはじめとする画家達がルネッサンス以来のパースベクチプを捨てて空
間と量の古典的把握方法の限界を認め，全く新しい視覚に立って物象の空間に占める配置に関心を
向けて立体派をおこし，さらにそれが構成主義，新造形主義，純粋主義へと派生した。相互に入り組
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んだ Theovan Doesburgの絵もこれらの面の相互釣合関係が建築の基礎的な表現手法である態
度を示しているo rこの絵画における純粋空閣の分解と再組織は建築への移行を可能にするo
…J3)。建築におけるこの純粋主義的傾向は， M. Roheのドイヲ館(1922)，煉瓦田園都市計画 (19
23)にみられ，さらにアメリカに於ける R.Neutraの一連の住宅作品にもみられるO
今ここで「大壁の構成J 1真壁の構成」と並んで「面の構成Jと坪ぶ空間構成の手法はこれらの
純粋主義的傾向のながれをくむ構成手法を指しているo したがってこの構成手法は「大壁の構成」
が長いヨ{ロッパの伝統の中で育てられ r真援の構成」が日本の木造建築の伝統に代表される手
法であるのに比較して歴史的には非常に新しい構成手法であるO
面の構成による空間，すなわちドウスプルク風の空間構成にみられる空間のボリュームは新しい
建築空間としてボリューム感を生ずるo構造体の荷重を負担している独立柱により荷重から解放さ
れた軽快な内外の薄壁によって自由な平面で構成される内外空間の視覚的な拡がりが建築空間のボ
リュームの相互貫入として表現されるO またガラスによるカーテyウオールとしての「透明な面J2)
との構成によ勺て建築空間を量塊から解放し，空間の相互貫入は建築空間のボリュームを限定する
ことなく，また一定の空間に固定させることなく，外から内へ，内から外へと視覚的に流れ出て行
くことを可能にするo
このような空間の新しい概念の把握は「面の構成」による空間のボリューム感を視覚的に動的な
のびのびしたものに変化させ，静止的な3次元の空間に流動的な4次元の時聞が加わった新しい
「空間一時間Jの概念を生じさせることになるO したがって「面の構成」にみられる空間のボリュ
ーム感の特色はこの流動的な時間的な空閣の流れを強調することにある。
7 結
?
空間の構成手法として「大壁の構成」は壁面の材質や色彩の一元的な表現をとることにより閉じ
込められた量塊としての静止的なボリューム感を最大限に強調しうる構成手法であり r真壁の構
成」は枠である骨組とその枠にはめこまれた面の二元的表現を材質や色彩の対比により強調するこ
とで骨粗に固定されたボリューム感を量塊を強調しない中空な軽快なものとすることが可能な構成
手法と見ることができるO
「大壁の構成J r真壁の構成」のポリコームが3次元に固定された静止的なボリューム感である
のに対して「面の構成」にあっては材質や色彩効果によって構成された2次元的な面白身の連続性
を強調して内外空間の無限定や相互貫入といった視覚的な拡がりを強調することにより建築空間を
量塊から解放し「面の構成」による空間のボリューム感を視覚的に動的なものに変化させて 4次元
の時聞の加わった流動的なものとすることができるO
本稿では建築空間の構成手法を上記の三構成に分類して，建築空間のもつボリューム感が構成の
表現を変えることによってその性格も変化することを指摘したので、あるが，さらに実際の建築空間
にあっては材質および色彩と構成手法の多様性が複雑に変化したボリューム感を作り上げているo
これらの問題については今後の課題としたい。
付記本稿は昭和39年5月日本建築学会北陸支部研究報告に掲載された同じ題名の論文(1 )(n) 
をまとめてさらに補筆したので、あるo
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